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1. はじめに
　衣服に対する満足感は時代の変化にともなう価値観

の多様化，差別化によって質的な満足感の充実へと移

行している。その一つとして風合いの良さへの追求が

あげられる。織物の風合いは品質評価，あるいは性能

評価の目安として広く用いられていて，現在，洋服地

を中心に用途別に評価されるのが一般的である。

　絹織物の中でも結城紬は独特の風合いを持ち，かつ

それが重要な特徴の一つでもあるが，その評価は非常

にあいまいで個人差もあり，未だその定量化はなされ

ていない。そこで，布の風合いの制御，つまり風合い

設計を可能にするために風合いの感覚に布のどのよう

な性能が関与しているのかを明らかにし，従来の手触

りによる風合い判断に代わって，布の力学量測定によ

る風合い判断の可能性について，検討したので報告す

る。

２．実験方法
2.1 試 料

　本場結城紬，無地・縞の部類１０点（糊抜き処理を

行ったもの）を用いた。

2.2 結城紬の基本力学特性の測定

ＫＥＳシステムを用いて，環境温湿度20±１℃，６

５±５％ＲＨで標準測定条件において測定を行った。

力学量の測定項目を表１に示す。

表１　力学量の計測項目

2.3 手触り感覚の官能検査

　今回は，比較のために縮緬地（ちりめんじ）の試料

を一緒に渡して，紬の風合いの特徴として回答の多か

った２項目（こし・ふくらみ）について判定した。被

験者は２０代の一般女子１０人にお願いした。

方法は下記の通りで，「こし」を例にとると，まず全

試料を３つのグループに分ける。

(1)Ａ（こしがある）Ｂ（普通）Ｃ（こしがない）

(2)　さらに，Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれについて，各グル

ープ内で同様に３グループに分け総計９つのグル

ープに分ける。さらに両端のグループいずれも属し

ないような突飛な織物に関してはさらにグループ

分けし，総計１１のグループにする。

(3)  それぞれを０から１０の数値で示す。（図１）
　視覚による影響も考慮し，目をつぶった状態で判定

した。

 　　　　図１　手触り判定値の評価基準  

2.4 力学量と官能量との解析                      

　布の力学量（１６項目）と手触り判定値両者の解析

手段として，多変量解析の応用，ブロック間残差回帰

方式により１）風合い評価式の導入を行った。         

2.5 サンプルサイズの検討                        

　標準測定条件ではサンプルのサイズが２０×２０ｃ

ｍの規格が決まっているが，結城紬の場合，値段が高

価なため出来るだけ縮小したサイズで試験を行い，有

効なデータが得られるかどうか検討した。２０×２０

ｃｍと７×７ｃｍの試料でそれぞれに表１の力学量の

測定を行い，データ間の比較を行った。             

３．結果及び考察
　「こし」「ふくらみ」を布の基本力学特性ブロック

によって段階的に回帰した様子をそれぞれ図２，３に

示す。回帰精度は主観評価値Ｙと客観評価値Ｙｃとの

相関係数（Ｒ）で示したが，回帰を繰り返すごとに回

帰精度は増している。

　「こし」には圧縮特性が一番寄与している，次にせ

ん断特性，表面特性の順になる。「ふくらみ」にはせ

ん断特性が一番寄与している，次に表面特性，厚さ・

重さの順になる。

  両基本風合いとも表面特性が大きく影響している。

ふくらみの判定に圧縮特性がほとんど関与していない

という結果になった。今回の判定は長年，結城紬に接

してきた熟練者ではなく，一般消費者の判定というこ

ともあって，ふくらみの判定は難しいと思われる。
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　図２　“こし”の感覚への力学特性の

　　　　　　　　寄与とＹとＹｃとの相関係数

　図３　“ふくらみ”の感覚への

　　　　　力学特性の寄与とＹとＹｃとの相関係数

　　表２　結城紬の力学量と（１）式変換の数表

　力学量と手触り評価値との回帰結果で，外衣用織物

の場合２）と比較すると，力学量の寄与の内容は異なる

ようであるが，各基本風合い項目とも外衣用織物より

も回帰精度は高い結果となった。

　第６段階まで回帰して得られた最終的な（１）式の

係数を各力学的特性値の平均値，標準偏差とともに表

２に示す。

サンプルサイズを縮小して試験を行ったところ，曲

げ，せん断，圧縮，表面特性はサンプルの大小間で物

理量に相関がみられた。各特性それぞれのデータ比を

表３に示す。引っ張り特性に関しては特性値間のデー

タのバラツキが大きかったため再度検討の必要がある。

表３  大小間のサンプルデータ比

4. ま と め
(1)　「こし」，「ふくらみ」の２つの風合い評価式を

導くことができた。

(2)どの力学特性が風合い値に影響を与えているのか

分かった。

　 a)「こし」には圧縮特性，せん断特性，表面特性の

　　　順に寄与している。

   b)「ふくらみ」にはせん断特性，表面特性，厚さ・

　　　重さの順に寄与している。

(3)　風合い値を評価する場合，６つの力学特性グルー

プの中で，関与しなくても影響を与えないグループ

が あることが分かった。

a)  客観評価式から導いた値と手触り判定値との
相関係数は「こし」の場合，圧縮特性，せん断特

性， 表面特性の３つのグループで最高に達し，

残りのグループは相関係数の向上には影響を与

えない。

b)「ふくらみ」の場合，６つのグループのうち５つ

のグループで相関係数は最高に達し，残りの圧縮

特性はほとんど影響を与えない。

(4)　サンプルサイズを縮小しても，引張り特性以外は

大小間で物理量に相関がみられたため，試験片とし

て利用できる可能性があることが分かった。
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